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　福岡
市
な
ど
で
最
大
震
度
6
弱
を

記
録
し
た
2
0
0
5
年
の
福
岡
県
西

方
沖
地
震
か
ら
、
今
年
3
月
で
発
生

か
ら
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
発
災
当

時
、
特
に
玄
海
島
な
ど
被
害
が
大
き

か
っ
た
地
域
は
様
々
な
自
治
体
、
企

業
、
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
復
旧
・

復
興
を
果
た
し
、
現
在
も
住
民
に

と
っ
て
住
み
や
す
く
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　現在
は
、
発
災
後
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り

被
災
者
の
生
活
再
建
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
当
時
、
県
内
で
は
被
災

者
や
自
治
体
職
員
に
お
け
る
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
が

低
く
、
災
害
支
援
に
係
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
受
け
入
れ
は
ス
ム
ー

ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　今号
で
は
、
都
市
部
で
被
害
の
大

き
か
っ
た
警
固
校
区
が
行
っ
て
い
る

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
承
継
に

向
け
た
取
組
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
県
内
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
記
録
を

振
り
返
り
ま
す
。

　福岡
市
内
の
都
市
部
に
お
い
て
特

に
被
害
の
大
き
か
っ
た
今
泉
地
区
を

有
す
る
警
固
校
区
で
は
、
発
災
後
、

公
民
館
で
の
避
難
者
支
援
を
手
探
り

で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
験
や

「
ま
さ
か
こ
ん
な
大
き
な
地
震
が
起
き

て
避
難
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
と
い
う
多
く
の
声
を
受

け
、
年
間
行
事
に
災
害
や
防
災
に
関

す
る
講
座
や
訓
練
を
取
り
入
れ
、
学

ん
だ
内
容
を
避
難
時
や
避
難
所
運
営

に
活
か
す
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　また
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住

宅
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、

集
合
住
宅
内
で
の
自
助
・
共
助
力
を

高
め
る
た
め
に
、
住
民
間
で
連
絡
網

を
整
備
し
た
り
、
備
え
て
お
く
と
役

立
つ
備
蓄
品
な
ど
の
知
識
を
住
民
同

士
で
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　警固
校
区
で
は
、
自
治
会
を
自
治

協
議
会
に
組
織
改
編
す
る
中
で
、「
防

犯
・
防
災
委
員
会
」
を
設
け
た
こ
と

も
災
害
に
関
す
る
取
組
が
進
ん
だ
一

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　発災
か
ら
10
年
以
上
経
過
す
る
と

災
害
に
関
す
る
取
組
が
少
し
ず
つ
形

骸
化
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
、
防
災
意
識
の
高
い
自
治

協
議
会
で
あ
る
こ
と
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
思
い
か

ら
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
地
区
運
動

会
の
内
容
を
バ
ケ
ツ
消
火
リ
レ
ー
や

簡
易
担
架
を
作
っ
て
傷
病
者
を
運
ぶ

リ
レ
ー
、
防
災
に
関
す
る
○
×
ク
イ

ズ
な
ど
防
災
意
識
を
高
め
る
内
容
に

変
更
し
『
防
災
運
動
会
』
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　また
、
2
0
2
3
年
に
は
、
校
区

の
避
難
所
と
し
て
筑
紫
女
学
園
中
学

校
・
高
等
学
校
の
体
育
館
が
開
放
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
校
の
生
徒
並

び
に
警
固
中
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に
、

防
災
訓
練
を
行
い
、
体
育
館
ま
で
の

避
難
経
路
の
確
認
や
、
A
E
D
訓
練

等
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　警固
校
区
に
お
け
る
防
災
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
警
固
公
民
館
の
南

館
長
は
「
現
在
は
小
学
生
の
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
災
害
に
つ
い

て
話
す
機
会
を
つ
く
る
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
地
域
で
暮
ら
し
な

が
ら
防
災
を
少
し
で
も
意
識
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　最近
は
、
防
災
運
動
会
や
防
災
講

習
会
の
参
加
者
が
少
し
ず
つ
増
え
た

り
、
避
難
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
学
生

か
ら
は
『
私
た
ち
の
学
校
が
避
難
所

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
。
も
し
、
何
か
あ
っ
た

と
き
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
』
と
感
想

を
も
ら
う
な
ど
、
学
校
と
の
協
力
し

た
取
り
組
み
を
含
め
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
災
意
識
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　時間
の
経
過
と
と
も
に
防
災
へ
の

意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
西
方

沖
地
震
の
震
源
で
あ
る
断
層
名
の『
警

固
』
が
付
く
校
区
で
す
か
ら
、
時
代

に
よ
っ
て
取
り
組
み
内
容
が
変
化
し

て
い
っ
て
も
、
防
災
へ
の
思
い
を
承

継
し
て
い
く
意
識
は
高
い
で
す
ね
。

毎
年
、
避
難
行
動
の
要
支
援
者
情
報

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
住
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
が
高
ま
る
よ
う
な
取

組
を
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

福岡県西方沖地震から20年
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ま
る
よ
う
な
取

組
を
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

福岡県西方沖地震から20年

防災への取り組み承継とこれから

全島民が避難した玄界島は2007年
に造成工事が完了し、都市部で被災
した福岡第一ビルは2018年より、
「福ビル街区建替プロジェクト」とし
て、2025年に大型複合ビル「ワン・
フクオカ・ビルディング」に。

防災運動会の様子 筑紫女学園での避難訓練の様子 避難訓練での防災講座の様子

西日本新聞社提供

西日本新聞社提供

警
固
校
区
の
取
組
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　玄界島の住民が避難していた九電記念体育館
に設置した災害ボランティアセンターでは、県
内各地から駆けつけた多くのボランティアの
コーディネートを行い、被災した住居の家財の
整理や清掃などを行いました。また、調査隊
（手伝い隊）を結成して、中央区の大名、今泉
地区を中心に、各戸を訪問し、活動の紹介や生
活状況、ボランティアニーズの聞き取りを行
い、活動が行き届いている地区とそうでない地
区を地図で確認しながら活動を行いました。県
内各地から駆けつけたおよそ延べ3,000名のボ
ランティアの活躍で、避難所での支援や高齢者
宅などでの片付け
など、復興に大き
な力となりまし
た。

災害ボランティア
センターの記録と
これから
県内ではじめて災害ボランティアセンター
を設置して20年。センターの変化とこれか
らについてまとめました。

災害ボランティアセンターの実績
災害ボランティアセンター設置市町村数

災害救助法が適用された災害ボランティアセンターのみ、令和6年度データ

24箇所（サテライト除く）

資機材保有社協数

42箇所
センター開設日数

953日間
行政との災害協定締結

58市町村
ボランティア参加者数

84,329名
活動件数

8,341件

2005 3月2018
7月

2021
4月

2023
6月

2023

7月
2022
8月

2020
7月

2017
7月

2012
7月

2019
8月

　豪雨災害により、県内3カ所に災害ボランティア
センターが設置されました。県内でセンター運営マ
ニュアルの作成や市町村社協におけるブロック間で
の災害支援協定が
進んでいたことに
より迅速な対応を
行うことができま
した。

　前線に伴う大雨により、
県内1カ所に災害ボランティ
アセンターが設置され、被
災規模に応じたセンター運
営が行われました。また、
FacebookやTwitterを開設
し、ボランティア募集など
の情報を発信しました。

　豪雨災害により、県内3
カ所に災害ボランティアセ
ンターが設置され、被害の
大きさから県内だけでな
く、九州・中国・四国ブ
ロックの社協から職員の応
援派遣があり、県内外から
5万人以上のボランティア
が活躍されました。

　九州北部豪雨災害によ
り、県内7カ所に災害ボラ
ンティアセンターが設置さ
れました。この災害時に県
内では、はじめて各災害ボ
ランティアセンターの運営
支援のために県内の市町村
社協連携による職員の応援
派遣を行いました。

　豪雨災害により、県内2カ所
に災害ボランティアセンターが
設置され、新型コロナウイルス
感染拡大防止に配慮しながら支
援活動を行いました。コロナ禍
であったことから、オンライン
での情報共有会議の実施やオリ
エンテーション動画の公開など
ICTを導入した運営が本格化さ
れました。

　豪雨災害により、県内1カ所
で災害ボランティアセンターが
設置されました。コロナ禍での
活動となる中、地域関係者のほ
か、トヨタ自動車九州㈱やダイ
ハツ工業㈱など企業の協力によ
るセンター運営が行われまし
た。

　豪雨災害により、県内6カ所
に災害ボランティアセンターが
設置され、ボランティアの事前
登録や当日の受付、ニーズ調査
などにICTを活用したり、日頃
からつながりのある福祉施設
や、企業等の協力による協働し
たセンターの運営が行われ、県
内外から1万人以上のボラン
ティアが活躍されました。

　社協だけでなく企業等も災害
ボランティアセンターの運営者
向けの研修に継続的に参加され
始め、協力体制の強化が図られ
ました。

　平時における災害ボランティアセンター設置運営訓練
など研修等による人材育成や基盤整備、発災時における
災害ボランティアセンター設置・運営に係る支援のさら
なる強化を図るため、本会に災害福祉支援センターを設
置しました。

　福岡
県
西
方
沖
地
震
の
時
に
、
県
内
で
は

じ
め
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
以
降
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
度
、
県

内
各
地
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
・
運
営
し
、
本
会
職
員
及
び
市
町
村
社

協
職
員
は
、
実
践
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
共

に
研
鑽
を
重
ね
、
被
災
者
を
支
援
す
る
力
を

向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　また
、
平
時
か
ら
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

社
協
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
関
係
者
や
団
体
・

企
業
な
ど
と
協
働
し
た
セ
ン
タ
ー
運
営
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

ま
で
人
海
戦
術
で
行
っ
て
い
た
業
務
も

I
C
T
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
や
遠
隔

地
か
ら
の
情
報
共
有
・
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
と

な
り
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
お
け
る
協
力
体
制

に
厚
み
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

　これ
ま
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
活
動
が
実
を
結
び
、
災
害
救
助

法
の
救
助
の
枠
組
み
に
「
福
祉
」
が
位
置
付

け
ら
れ
、
今
後
の
災
害
時
の
復
旧
・
復
興
に

も
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本会
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
市
町
村
社
協
、

行
政
、
支
援
団
体
・
関
係
機
関
、
地
元
企

業
、
地
元
住
民
等
が
日
頃
か
ら
連
携
・
協
働

で
き
る
関
係
性
を
築
き
、
地
元
を
主
体
と
し

た
地
域
協
働
型
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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　玄界島の住民が避難していた九電記念体育館
に設置した災害ボランティアセンターでは、県
内各地から駆けつけた多くのボランティアの
コーディネートを行い、被災した住居の家財の
整理や清掃などを行いました。また、調査隊
（手伝い隊）を結成して、中央区の大名、今泉
地区を中心に、各戸を訪問し、活動の紹介や生
活状況、ボランティアニーズの聞き取りを行
い、活動が行き届いている地区とそうでない地
区を地図で確認しながら活動を行いました。県
内各地から駆けつけたおよそ延べ3,000名のボ
ランティアの活躍で、避難所での支援や高齢者
宅などでの片付け
など、復興に大き
な力となりまし
た。

災害ボランティア
センターの記録と
これから
県内ではじめて災害ボランティアセンター
を設置して20年。センターの変化とこれか
らについてまとめました。

災害ボランティアセンターの実績
災害ボランティアセンター設置市町村数

災害救助法が適用された災害ボランティアセンターのみ、令和6年度データ

24箇所（サテライト除く）

資機材保有社協数

42箇所
センター開設日数

953日間
行政との災害協定締結

58市町村
ボランティア参加者数

84,329名
活動件数

8,341件

2005 3月2018
7月

2021
4月

2023
6月

2023

7月
2022
8月

2020
7月

2017
7月

2012
7月

2019
8月

　豪雨災害により、県内3カ所に災害ボランティア
センターが設置されました。県内でセンター運営マ
ニュアルの作成や市町村社協におけるブロック間で
の災害支援協定が
進んでいたことに
より迅速な対応を
行うことができま
した。

　前線に伴う大雨により、
県内1カ所に災害ボランティ
アセンターが設置され、被
災規模に応じたセンター運
営が行われました。また、
FacebookやTwitterを開設
し、ボランティア募集など
の情報を発信しました。

　豪雨災害により、県内3
カ所に災害ボランティアセ
ンターが設置され、被害の
大きさから県内だけでな
く、九州・中国・四国ブ
ロックの社協から職員の応
援派遣があり、県内外から
5万人以上のボランティア
が活躍されました。

　九州北部豪雨災害によ
り、県内7カ所に災害ボラ
ンティアセンターが設置さ
れました。この災害時に県
内では、はじめて各災害ボ
ランティアセンターの運営
支援のために県内の市町村
社協連携による職員の応援
派遣を行いました。

　豪雨災害により、県内2カ所
に災害ボランティアセンターが
設置され、新型コロナウイルス
感染拡大防止に配慮しながら支
援活動を行いました。コロナ禍
であったことから、オンライン
での情報共有会議の実施やオリ
エンテーション動画の公開など
ICTを導入した運営が本格化さ
れました。

　豪雨災害により、県内1カ所
で災害ボランティアセンターが
設置されました。コロナ禍での
活動となる中、地域関係者のほ
か、トヨタ自動車九州㈱やダイ
ハツ工業㈱など企業の協力によ
るセンター運営が行われまし
た。

　豪雨災害により、県内6カ所
に災害ボランティアセンターが
設置され、ボランティアの事前
登録や当日の受付、ニーズ調査
などにICTを活用したり、日頃
からつながりのある福祉施設
や、企業等の協力による協働し
たセンターの運営が行われ、県
内外から1万人以上のボラン
ティアが活躍されました。

　社協だけでなく企業等も災害
ボランティアセンターの運営者
向けの研修に継続的に参加され
始め、協力体制の強化が図られ
ました。

　平時における災害ボランティアセンター設置運営訓練
など研修等による人材育成や基盤整備、発災時における
災害ボランティアセンター設置・運営に係る支援のさら
なる強化を図るため、本会に災害福祉支援センターを設
置しました。
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の
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で
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を
支
援
す
る
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を
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上
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し
た
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運
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え
る
よ
う
に
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き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
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で
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海
戦
術
で
行
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て
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も
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を
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用
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た
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の
効
率
化
や
遠
隔

地
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ら
の
情
報
共
有
・
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
と

な
り
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
お
け
る
協
力
体
制

に
厚
み
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

　これ
ま
で
の
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害
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ラ
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ン
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な
ど
の
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動
が
実
を
結
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、
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害
救
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の
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に
「
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け
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、
今
後
の
災
害
時
の
復
旧
・
復
興
に

も
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本会
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
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、

行
政
、
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団
体
・
関
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機
関
、
地
元
企

業
、
地
元
住
民
等
が
日
頃
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ら
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・
協
働

で
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る
関
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性
を
築
き
、
地
元
を
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体
と
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ま
す
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＃1

＃2

＃3

＃4

＃5

令
和

　
年
度
事
業
計
画

「
人
、
世
代
、
地
域
を
つ
な
い
で
、
共
に
生
き
る
社
会
を
築
く
」

基
本
理
念

本
会
は
、
基
本
理
念
を
も
と
に
、
県

民
福
祉
の
総
合
的
向
上
を
目
指
し
、
下

記
の
5
つ
の
運
営
方
針
に
沿
っ
て
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
役
職
員
一

丸
と
な
り
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

7

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　地域
の
仕
組
み
づ
く
り
」

①
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・

支
援　市町

村
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
中
核
的
な
役

割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
等
を
対

象
と
し
た
階
層
別
研
修
会
の
開
催
に
加

え
、
組
織
機
能
の
強
化
（
財
源
確
保
、
人

材
育
成
等
）
に
向
け
た
協
議
・
研
究
の
場

づ
く
り
を
進
め
る
。

　また
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

等
、
地
域
福
祉
関
連
施
策
の
情
報
収
集
・

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・
支
援
の
強
化
に

努
め
る
。

②
福
祉
教
育
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進　本会

が
作
成
し
た
福
祉
教
育
関
連
教
材

の
更
な
る
活
用
と
、
学
校
・
社
会
福
祉
協

議
会
・
地
域
・
社
会
福
祉
施
設
等
が
連

携
・
協
同
し
た
福
祉
教
育
の
取
組
強
化
・

拡
充
を
図
る
。

　また
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
に
対
し
、

様
々
な
情
報
提
供
や
支
援
を
行
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
県
下
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
結
集
す
る

「
ふ
く
お
か
〝
き
ず
な
〞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
開
催
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団

体
へ
の
助
成
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
。

③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
支
援

　民生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を
守
り
、

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
県
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
担
い
手
と
し
て
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
支
援
す

る
。　また

、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

に
必
要
と
な
る
知
識
や
技
術
習
得
の
た
め

の
研
修
の
充
実
を
図
る
。

④
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
の
推
進

　地域
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
・
施

設
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
連
携

を
強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
た
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
生
計

困
難
者
等
に
対
す
る
相
談
・
支
援
事
業
を

行
う
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

へ
の
参
加
促
進
を
図
り
、
県
内
全
域
で
の

展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、
活
動
内
容
の

充
実
を
図
る
。

決
定
さ
れ
て
い
る
。

　また
、
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
強
化
や
防
災
D
X
に
よ
る
情
報
連

携
の
推
進
等
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
関
係

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
制
度
改
正
等

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

動
き
に
迅
速
に
対
応
し
、
関
係
団
体
と
情

報
共
有
し
な
が
ら
、
被
災
者
支
援
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
支
援
体
制
等
の
構
築

　同時
に
広
域
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
他

地
域
か
ら
の
応
援
派
遣
が
望
め
な
い
よ
う

な
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
や
県
内
外
の
被
災
地
で
の
実
践
事
例

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
が
地
元
関
係
者
と
連
携
・
協
力
し

て
運
営
す
る
「
協
働
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地
区
で
の
研

修
・
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　さら
に
、
運
営
支
援
者
と
な
り
得
る
地

元
関
係
者
や
企
業
・
団
体
等
の
新
規
開
拓

や
研
修
・
訓
練
等
の
個
別
支
援
の
実
施
、

関
係
機
関
・
団
体
と
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
災
害
支
援
協
定
締
結
の
促
進
、

I
C
T
を
活
用
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
及
び

活
動
状
況
等
の
情
報
共
有
促
進
、
資
機
材

倉
庫
の
整
備
等
、
災
害
時
に
備
え
た
平
時

の
取
組
を
強
化
す
る
。

③
福
岡
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
福
岡

D
W
A
T
）
の
体
制
充
実

　大規
模
災
害
時
に
は
、
災
害
時
要
配
慮

者
が
避
難
所
で
長
期
間
の
避
難
生
活
に
よ

る
、
生
活
機
能
の
低
下
や
要
介
護
度
の
重

度
化
、
精
神
状
態
の
悪
化
、
さ
ら
に
は
災

害
関
連
死
を
招
く
こ
と
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
二
次
被
害
防
止
を
目

的
と
し
た
福
祉
的
支
援
体
制
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　その
た
め
、
福
祉
専
門
職
で
構
成
さ
れ

た
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
福
岡

D
W
A
T
）
の
登
録
推
進
・
養
成
を
行
う

と
と
も
に
、
先
遣
チ
ー
ム
や
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
並
び
に
チ
ー
ム
員
同
士
の
連

携
強
化
を
図
る
。

　また
、
県
内
各
地
で
設
置
さ
れ
て
い
る

社
会
福
祉
法
人
を
中
心
と
し
た
連
絡
会
と

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
平
時
・
災

害
時
に
関
わ
ら
ず
社
会
福
祉
法
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
一
体
的
な
福
祉
的
支
援

体
制
や
受
援
体
制
等
の
構
築
に
努
め
る
。

　さら
に
、
保
健
・
医
療
分
野
を
主
と
し

た
他
の
専
門
職
チ
ー
ム
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
市
町
村
行
政
や
関
係
機
関
へ

の
認
知
度
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
災
害
時

に
よ
り
迅
速
・
適
切
な
支
援
・
対
応
が
で

き
る
よ
う
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

地
域
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

地
域
福
祉
の
推
進

「
尊
厳
の
尊
重
と
個
別
支
援
」

①
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
充
実

　日常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
地
域

に
お
け
る
権
利
擁
護
支
援
の
一
つ
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
近

年
増
加
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
利
用
し
た
金
銭
管
理
支
援
の
促
進

を
行
う
等
、
安
定
し
た
事
業
の
継
続
が

で
き
る
よ
う
体
制
整
備
に
努
め
る
。

　また
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や

関
係
機
関
・
団
体
と
連
絡
調
整
を
密
に

し
、
法
人
後
見
を
含
め
た
成
年
後
見
制

度
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
地
域
で
の
権
利
擁
護
支
援
の
強
化

を
図
る
。

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
の
充
実

　福祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
会
に
設

置
さ
れ
て
い
る
運
営
適
正
化
委
員
会
に

お
い
て
、
公
正
・
中
立
な
機
関
と
し

て
、
事
業
の
適
切
な
解
決
に
努
め
る
と

と
も
に
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け

る
第
三
者
委
員
の
設
置
等
の
苦
情
解
決

体
制
整
備
の
促
進
を
図
る
。

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価
事
業
の
推
進

　福祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
有
効
な
情

報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

福
祉
施
設
・
事
業
所
の
透
明
性
を
高

め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
の

取
組
や
利
用
者
本
位
の
福
祉
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
三
者
評

価
の
受
審
促
進
を
図
る
。

①
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
組
強
化

　社会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
等
の
課
題

解
決
・
改
善
に
向
け
、
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
を
は
じ
め
全
て
の
社
会
福
祉

法
人
が
協
働
し
て
、
主
体
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
各
種
会
議
や
研
修
会
等

を
通
じ
て
、
様
々
な
関
係
機
関
・
団
体

等
の
幅
広
い
連
携
の
促
進
を
図
る
。

②
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
適
正
な

運
営　生活

福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
適
正
な

運
営
の
た
め
、
資
金
貸
付
の
適
正
化
お

よ
び
債
権
管
理
の
強
化
に
努
め
る
。
コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
低
所
得
世
帯
で
あ
っ

た
り
、
元
の
収
入
状
況
に
戻
ら
な
い
世

帯
か
ら
の
相
談
も
多
く
、
特
に
生
活
に

ひ
っ
迫
し
、
支
援
の
緊
急
性
が
高
い
と

判
断
さ
れ
る
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
よ
る
自
立

相
談
支
援
事
業
及
び
家
計
改
善
支
援
事

業
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、
両
制
度
が

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
機
能
す
る
よ

う
努
め
る
。

　また
、
償
還
滞
納
状
態
に
あ
る
世
帯

に
対
し
て
は
、
自
宅
訪
問
に
よ
る
償
還

指
導
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
特
例
貸
付
（
緊
急
小
口
資
金
・
総

合
支
援
資
金
）
の
借
受
世
帯
に
対
し
て

は
、
電
話
連
絡
や
自
宅
訪
問
に
よ
る
相

談
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
、
生
活
状

況
や
困
り
ご
と
を
聞
き
取
り
、
そ
の
内

容
を
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
支

援
機
関
と
情
報
共
有
し
、
適
切
な
支
援

へ
つ
な
げ
る
。

権
利
擁
護
の
総
合
的
推
進

「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
と

　
災
害
時
福
祉
支
援
活
動
」

①
法
改
正
・
制
度
改
正
へ
の
迅
速
な

対
応　令和

6
年
能
登
半
島
地
震
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
国
で
は
災
害
対
策
の
強

化
を
図
る
た
め
、
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
改
正
も

視
野
に
入
れ
た
議
論
が
進
ん
で
い

る
。
避
難
所
の
環
境
整
備
の
さ
ら
な

る
推
進
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
支
援

の
体
制
・
連
携
強
化
、
福
祉
対
応
体

制
の
強
化
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る

等
、
特
に
被
災
地
で
の
福
祉
的
支
援

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
災
害

救
助
法
の
救
助
の
枠
組
み
に
「
福

祉
」
を
追
加
す
る
改
正
案
が
、
閣
議

災
害
時
に
備
え
た

被
災
者
支
援
活
動
の
推
進

生
活
困
窮
者
支
援
の
取
組
強
化

「
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・

　育成
・
定
着
及
び

　社会
福
祉
法
人
の
経
営
支
援
」

①
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
事

業
の
充
実

　慢性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
を
目
的

に
、
福
祉
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
無
料
職
業
紹
介
事
業
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
出
張
相
談
等
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
別
協
議
会

と
連
携
し
た
学
校
訪
問
に
よ
る
福
祉
の

仕
事
の
や
り
が
い
や
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
等
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
組

や
、
福
祉
分
野
へ
参
入
し
よ
う
と
す
る

者
へ
の
広
報
及
び
情
報
提
供
機
能
の
充

実
に
努
め
る
ほ
か
、
福
祉
の
し
ご
と
就

職
フ
ェ
ア
及
び
学
生
向
け
福
祉
の
合
同

就
職
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　また
、
介
護
人
材
の
確
保
を
目
的
と

し
た
就
職
支
援
専
門
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
求
職
者
に
対
す
る
き
め
細

か
な
就
職
支
援
や
職
場
体
験
の
実
施
、

求
人
事
業
所
へ
の
採
用
活
動
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
介

護
未
経
験
者
向
け
の
入
門
的
研
修
を
開

催
し
、
介
護
人
材
の
裾
野
の
拡
大
、
多

様
な
人
材
の
参
入
促
進
に
努
め
る
。

②
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
等
の
取
得
や

就
職
を
支
援
す
る
貸
付
事
業
の
適
正

な
運
営

　介護
や
保
育
の
資
格
取
得
を
目
指
す

養
成
施
設
の
学
生
に
対
す
る
修
学
資
金

貸
付
事
業
や
介
護
人
材
・
保
育
士
の
再

就
職
支
援
貸
付
事
業
、
福
祉
系
高
校
の

在
学
生
に
対
す
る
修
学
資
金
貸
付
事

業
、
介
護
職
員
等
と
し
て
従
事
し
た
こ

と
が
な
い
方
へ
の
介
護
分
野
・
障
が
い

福
祉
分
野
就
職
支
援
金
貸
付
事
業
等
の

効
果
的
か
つ
適
正
な
運
営
に
努
め
る
。

③
社
会
福
祉
従
事
者
に
対
す
る
体
系
的

な
養
成
研
修
等
の
充
実

　福祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る

と
と
も
に
、
福
祉
従
事
者
の
育
成
・
定
着

を
促
進
す
る
た
め
福
祉
従
事
者
を
対
象
と

し
た
体
系
的
な
各
種
人
材
養
成
研
修
の
充

実
に
努
め
る
。

　また
、
研
修
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
業
種

別
・
職
種
を
横
断
し
た
各
種
研
修
を
実

施
し
、
各
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
人

材
育
成
を
支
援
す
る
。

①
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
に

対
す
る
研
修
等
の
充
実

　社会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
の

経
営
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
時
宜
に
適
し
た

研
修
会
を
実
施
し
、
各
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
・
事
業
所
を
支
援
す
る
。

②
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
の

連
携
促
進

　生活
困
窮
者
の
支
援
等
、
既
存
の
制
度

や
事
業
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
等
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
促
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
活
か
し
た
相
談
・
支
援
事
業
の

取
組
を
推
進
す
る
。

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
・

養
成
に
向
け
た
取
組
の
推
進

「
未
来
に
つ
な
ぐ
適
正
な

　法人
運
営
」

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
の

経
営
支
援
に
関
す
る
取
組
の
推
進

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

　年々
本
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
本
会
運
営

方
針
等
に
基
づ
き
、
職
員
の
資
質
向

上
や
自
主
財
源
の
確
保
、
資
金
の
効

果
的
な
運
用
を
図
り
、
組
織
・
財
政

基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

広
報
活
動
の
充
実
・
強
化

　本会
広
報
誌
「
ふ
く
お
か
の
ふ
く

し
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
問
題
や
地

域
課
題
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
単
な
る
情
報
提
供
に
と
ど

ま
ら
な
い
積
極
的
な
課
題
提
起
を
含

め
た
誌
面
づ
く
り
を
展
開
す
る
。

　また
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

「
社
協
通
信
」
、
障
が
い
者
福
祉
推

進
の
た
め
の
「
障
が
い
者
福
祉
情

報
」
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
く

ふ
く
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
充
実
に
努
め
る
。

　さら
に
、
対
象
者
を
明
確
化
し
た

情
報
発
信
の
強
化
の
た
め
、
S
N
S

等
の
様
々
な
媒
体
の
活
用
に
よ
る
効

果
的
な
広
報
に
努
め
る
。
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令
和

　
年
度
事
業
計
画

「
人
、
世
代
、
地
域
を
つ
な
い
で
、
共
に
生
き
る
社
会
を
築
く
」

基
本
理
念

本
会
は
、
基
本
理
念
を
も
と
に
、
県

民
福
祉
の
総
合
的
向
上
を
目
指
し
、
下

記
の
5
つ
の
運
営
方
針
に
沿
っ
て
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
役
職
員
一

丸
と
な
り
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

7

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　地域
の
仕
組
み
づ
く
り
」

①
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・

支
援　市町

村
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
中
核
的
な
役

割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
等
を
対

象
と
し
た
階
層
別
研
修
会
の
開
催
に
加

え
、
組
織
機
能
の
強
化
（
財
源
確
保
、
人

材
育
成
等
）
に
向
け
た
協
議
・
研
究
の
場

づ
く
り
を
進
め
る
。

　また
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

等
、
地
域
福
祉
関
連
施
策
の
情
報
収
集
・

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・
支
援
の
強
化
に

努
め
る
。

②
福
祉
教
育
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進　本会

が
作
成
し
た
福
祉
教
育
関
連
教
材

の
更
な
る
活
用
と
、
学
校
・
社
会
福
祉
協

議
会
・
地
域
・
社
会
福
祉
施
設
等
が
連

携
・
協
同
し
た
福
祉
教
育
の
取
組
強
化
・

拡
充
を
図
る
。

　また
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
に
対
し
、

様
々
な
情
報
提
供
や
支
援
を
行
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
県
下
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
結
集
す
る

「
ふ
く
お
か
〝
き
ず
な
〞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
開
催
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団

体
へ
の
助
成
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
。

③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
支
援

　民生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を
守
り
、

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
県
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
担
い
手
と
し
て
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
支
援
す

る
。　また

、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

に
必
要
と
な
る
知
識
や
技
術
習
得
の
た
め

の
研
修
の
充
実
を
図
る
。

④
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
の
推
進

　地域
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
・
施

設
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
連
携

を
強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
た
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
生
計

困
難
者
等
に
対
す
る
相
談
・
支
援
事
業
を

行
う
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

へ
の
参
加
促
進
を
図
り
、
県
内
全
域
で
の

展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、
活
動
内
容
の

充
実
を
図
る
。

決
定
さ
れ
て
い
る
。

　また
、
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
強
化
や
防
災
D
X
に
よ
る
情
報
連

携
の
推
進
等
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
関
係

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
制
度
改
正
等

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

動
き
に
迅
速
に
対
応
し
、
関
係
団
体
と
情

報
共
有
し
な
が
ら
、
被
災
者
支
援
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
支
援
体
制
等
の
構
築

　同時
に
広
域
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
他

地
域
か
ら
の
応
援
派
遣
が
望
め
な
い
よ
う

な
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
や
県
内
外
の
被
災
地
で
の
実
践
事
例

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
が
地
元
関
係
者
と
連
携
・
協
力
し

て
運
営
す
る
「
協
働
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地
区
で
の
研

修
・
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　さら
に
、
運
営
支
援
者
と
な
り
得
る
地

元
関
係
者
や
企
業
・
団
体
等
の
新
規
開
拓

や
研
修
・
訓
練
等
の
個
別
支
援
の
実
施
、

関
係
機
関
・
団
体
と
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
災
害
支
援
協
定
締
結
の
促
進
、

I
C
T
を
活
用
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
及
び

活
動
状
況
等
の
情
報
共
有
促
進
、
資
機
材

倉
庫
の
整
備
等
、
災
害
時
に
備
え
た
平
時

の
取
組
を
強
化
す
る
。

③
福
岡
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
福
岡

D
W
A
T
）
の
体
制
充
実

　大規
模
災
害
時
に
は
、
災
害
時
要
配
慮

者
が
避
難
所
で
長
期
間
の
避
難
生
活
に
よ

る
、
生
活
機
能
の
低
下
や
要
介
護
度
の
重

度
化
、
精
神
状
態
の
悪
化
、
さ
ら
に
は
災

害
関
連
死
を
招
く
こ
と
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
二
次
被
害
防
止
を
目

的
と
し
た
福
祉
的
支
援
体
制
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　その
た
め
、
福
祉
専
門
職
で
構
成
さ
れ

た
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
福
岡

D
W
A
T
）
の
登
録
推
進
・
養
成
を
行
う

と
と
も
に
、
先
遣
チ
ー
ム
や
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
並
び
に
チ
ー
ム
員
同
士
の
連

携
強
化
を
図
る
。

　また
、
県
内
各
地
で
設
置
さ
れ
て
い
る

社
会
福
祉
法
人
を
中
心
と
し
た
連
絡
会
と

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
平
時
・
災

害
時
に
関
わ
ら
ず
社
会
福
祉
法
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
一
体
的
な
福
祉
的
支
援

体
制
や
受
援
体
制
等
の
構
築
に
努
め
る
。

　さら
に
、
保
健
・
医
療
分
野
を
主
と
し

た
他
の
専
門
職
チ
ー
ム
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
市
町
村
行
政
や
関
係
機
関
へ

の
認
知
度
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
災
害
時

に
よ
り
迅
速
・
適
切
な
支
援
・
対
応
が
で

き
る
よ
う
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

地
域
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

地
域
福
祉
の
推
進

「
尊
厳
の
尊
重
と
個
別
支
援
」

①
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
充
実

　日常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
地
域

に
お
け
る
権
利
擁
護
支
援
の
一
つ
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
近

年
増
加
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
利
用
し
た
金
銭
管
理
支
援
の
促
進

を
行
う
等
、
安
定
し
た
事
業
の
継
続
が

で
き
る
よ
う
体
制
整
備
に
努
め
る
。

　また
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や

関
係
機
関
・
団
体
と
連
絡
調
整
を
密
に

し
、
法
人
後
見
を
含
め
た
成
年
後
見
制

度
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
地
域
で
の
権
利
擁
護
支
援
の
強
化

を
図
る
。

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
の
充
実

　福祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
会
に
設

置
さ
れ
て
い
る
運
営
適
正
化
委
員
会
に

お
い
て
、
公
正
・
中
立
な
機
関
と
し

て
、
事
業
の
適
切
な
解
決
に
努
め
る
と

と
も
に
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け

る
第
三
者
委
員
の
設
置
等
の
苦
情
解
決

体
制
整
備
の
促
進
を
図
る
。

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価
事
業
の
推
進

　福祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
有
効
な
情

報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

福
祉
施
設
・
事
業
所
の
透
明
性
を
高

め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
の

取
組
や
利
用
者
本
位
の
福
祉
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
三
者
評

価
の
受
審
促
進
を
図
る
。

①
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
組
強
化

　社会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
等
の
課
題

解
決
・
改
善
に
向
け
、
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
を
は
じ
め
全
て
の
社
会
福
祉

法
人
が
協
働
し
て
、
主
体
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
各
種
会
議
や
研
修
会
等

を
通
じ
て
、
様
々
な
関
係
機
関
・
団
体

等
の
幅
広
い
連
携
の
促
進
を
図
る
。

②
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
適
正
な

運
営　生活

福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
適
正
な

運
営
の
た
め
、
資
金
貸
付
の
適
正
化
お

よ
び
債
権
管
理
の
強
化
に
努
め
る
。
コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
低
所
得
世
帯
で
あ
っ

た
り
、
元
の
収
入
状
況
に
戻
ら
な
い
世

帯
か
ら
の
相
談
も
多
く
、
特
に
生
活
に

ひ
っ
迫
し
、
支
援
の
緊
急
性
が
高
い
と

判
断
さ
れ
る
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
よ
る
自
立

相
談
支
援
事
業
及
び
家
計
改
善
支
援
事

業
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、
両
制
度
が

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
機
能
す
る
よ

う
努
め
る
。

　また
、
償
還
滞
納
状
態
に
あ
る
世
帯

に
対
し
て
は
、
自
宅
訪
問
に
よ
る
償
還

指
導
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
特
例
貸
付
（
緊
急
小
口
資
金
・
総

合
支
援
資
金
）
の
借
受
世
帯
に
対
し
て

は
、
電
話
連
絡
や
自
宅
訪
問
に
よ
る
相

談
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
、
生
活
状

況
や
困
り
ご
と
を
聞
き
取
り
、
そ
の
内

容
を
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
支

援
機
関
と
情
報
共
有
し
、
適
切
な
支
援

へ
つ
な
げ
る
。

権
利
擁
護
の
総
合
的
推
進

「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
と

　
災
害
時
福
祉
支
援
活
動
」

①
法
改
正
・
制
度
改
正
へ
の
迅
速
な

対
応　令和

6
年
能
登
半
島
地
震
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
国
で
は
災
害
対
策
の
強

化
を
図
る
た
め
、
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
改
正
も

視
野
に
入
れ
た
議
論
が
進
ん
で
い

る
。
避
難
所
の
環
境
整
備
の
さ
ら
な

る
推
進
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
支
援

の
体
制
・
連
携
強
化
、
福
祉
対
応
体

制
の
強
化
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る

等
、
特
に
被
災
地
で
の
福
祉
的
支
援

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
災
害

救
助
法
の
救
助
の
枠
組
み
に
「
福

祉
」
を
追
加
す
る
改
正
案
が
、
閣
議

災
害
時
に
備
え
た

被
災
者
支
援
活
動
の
推
進

生
活
困
窮
者
支
援
の
取
組
強
化

「
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・

　育成
・
定
着
及
び

　社会
福
祉
法
人
の
経
営
支
援
」

①
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
事

業
の
充
実

　慢性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
を
目
的

に
、
福
祉
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
無
料
職
業
紹
介
事
業
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
出
張
相
談
等
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
別
協
議
会

と
連
携
し
た
学
校
訪
問
に
よ
る
福
祉
の

仕
事
の
や
り
が
い
や
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
等
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
組

や
、
福
祉
分
野
へ
参
入
し
よ
う
と
す
る

者
へ
の
広
報
及
び
情
報
提
供
機
能
の
充

実
に
努
め
る
ほ
か
、
福
祉
の
し
ご
と
就

職
フ
ェ
ア
及
び
学
生
向
け
福
祉
の
合
同

就
職
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　また
、
介
護
人
材
の
確
保
を
目
的
と

し
た
就
職
支
援
専
門
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
求
職
者
に
対
す
る
き
め
細

か
な
就
職
支
援
や
職
場
体
験
の
実
施
、

求
人
事
業
所
へ
の
採
用
活
動
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
介

護
未
経
験
者
向
け
の
入
門
的
研
修
を
開

催
し
、
介
護
人
材
の
裾
野
の
拡
大
、
多

様
な
人
材
の
参
入
促
進
に
努
め
る
。

②
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
等
の
取
得
や

就
職
を
支
援
す
る
貸
付
事
業
の
適
正

な
運
営

　介護
や
保
育
の
資
格
取
得
を
目
指
す

養
成
施
設
の
学
生
に
対
す
る
修
学
資
金

貸
付
事
業
や
介
護
人
材
・
保
育
士
の
再

就
職
支
援
貸
付
事
業
、
福
祉
系
高
校
の

在
学
生
に
対
す
る
修
学
資
金
貸
付
事

業
、
介
護
職
員
等
と
し
て
従
事
し
た
こ

と
が
な
い
方
へ
の
介
護
分
野
・
障
が
い

福
祉
分
野
就
職
支
援
金
貸
付
事
業
等
の

効
果
的
か
つ
適
正
な
運
営
に
努
め
る
。

③
社
会
福
祉
従
事
者
に
対
す
る
体
系
的

な
養
成
研
修
等
の
充
実

　福祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る

と
と
も
に
、
福
祉
従
事
者
の
育
成
・
定
着

を
促
進
す
る
た
め
福
祉
従
事
者
を
対
象
と

し
た
体
系
的
な
各
種
人
材
養
成
研
修
の
充

実
に
努
め
る
。

　また
、
研
修
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
業
種

別
・
職
種
を
横
断
し
た
各
種
研
修
を
実

施
し
、
各
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
人

材
育
成
を
支
援
す
る
。

①
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
に

対
す
る
研
修
等
の
充
実

　社会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
の

経
営
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
時
宜
に
適
し
た

研
修
会
を
実
施
し
、
各
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
・
事
業
所
を
支
援
す
る
。

②
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
の

連
携
促
進

　生活
困
窮
者
の
支
援
等
、
既
存
の
制
度

や
事
業
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
等
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
促
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
活
か
し
た
相
談
・
支
援
事
業
の

取
組
を
推
進
す
る
。

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
・

養
成
に
向
け
た
取
組
の
推
進

「
未
来
に
つ
な
ぐ
適
正
な

　法人
運
営
」

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業
所
の

経
営
支
援
に
関
す
る
取
組
の
推
進

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

　年々
本
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
本
会
運
営

方
針
等
に
基
づ
き
、
職
員
の
資
質
向

上
や
自
主
財
源
の
確
保
、
資
金
の
効

果
的
な
運
用
を
図
り
、
組
織
・
財
政

基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

広
報
活
動
の
充
実
・
強
化

　本会
広
報
誌
「
ふ
く
お
か
の
ふ
く

し
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
問
題
や
地

域
課
題
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
単
な
る
情
報
提
供
に
と
ど

ま
ら
な
い
積
極
的
な
課
題
提
起
を
含

め
た
誌
面
づ
く
り
を
展
開
す
る
。

　また
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

「
社
協
通
信
」
、
障
が
い
者
福
祉
推

進
の
た
め
の
「
障
が
い
者
福
祉
情

報
」
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
く

ふ
く
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
充
実
に
努
め
る
。

　さら
に
、
対
象
者
を
明
確
化
し
た

情
報
発
信
の
強
化
の
た
め
、
S
N
S

等
の
様
々
な
媒
体
の
活
用
に
よ
る
効

果
的
な
広
報
に
努
め
る
。
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募金の使いみちの詳細につ

いては、赤い羽根データ

ベース「はねっと」または

本会のインスタグラムをご

覧ください。

　令
和
6
年
度
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
に
お
い
て
は
、
物
価
の
上
昇
等
の

影
響
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
も

関
わ
ら
ず
、
県
民
の
皆
様
か
ら
、
6
億

6
千
万
円
を
超
え
る
浄
財
が
寄
せ
ら

れ
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　福
岡
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
浄
財
の
約
75
％
が
地
域
の
身

近
な
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
、
約
3
％

は
大
規
模
災
害
に
備
え
毎
年
積
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　共
同
募
金
は
、
地
域
の
支
え
あ
い
の

活
動
か
ら
災
害
時
の
支
援
ま
で
様
々
な

活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る

し
く
み
」
で
あ
る
共
同
募
金
へ
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

あなたの募金があなたの町の 福祉活動に役立っています

じぶんのまちをよくするために（75％程度）

福岡県をよくするために（10％程度）

ありがとう
　　　メッセージ

高齢者の閉じこもりや寝たきり防止、仲間づくりを目的と
したサロン活動や社会福祉施設の設備支援を行っています

子どもたちが安心して過 ごせる町づくり、居場所づく
りを支援しています

障がいのある人や高齢者の方が住みやすい街づくりのため
に理解を深める活動や外出支援を行っています

近年、頻繁に起こる地震や台風等の災害時において、被災
された方を支援するボランティア活動を支えています

　この度は、赤い羽根共同募金の助
成を受け、特殊浴槽を整備する事が
出来ました。早速使用してみたとこ
ろ、入居者も気持ちよさそうに入浴
されていました。中には、次の入浴
も心待ちにされている方もいらっ
しゃいます。初めは使用方法に迷う
こともありましたが、今では安心し
て介助を行うことが出来るようにな
りました。これからも、入浴を通し
て気分転換を図って頂けるように、
大切に使用させて頂きます。

令和6年度
赤い  羽根共同募金運動に

ご支援・ご協 力ありがとうございました！

募 金 額 665,426,027円
● 一般募金（10月～12月） 582,121,995円
● 歳末たす  けあい募金（12月） （地域）71,066,687円
 （県域）12,237,345円

災害
支援

障がい
福祉

児童
福祉

高齢
福祉

地域福祉推進事業 440,258千円
・住民の福祉全般に 309,892千円
・子どもやひとり親家庭のために 42,516千円
・障がいのある方や難病のある方のために 27,256千円
・高齢者のために 60,594千円

地域歳末たすけあい募金配分 71,025千円
地域で暮らす高齢者への配食サービスや地域が主体となって
行うクリスマス会などの地域ふれあい交流などに

福祉団体の各種事業 24,050千円

NHK歳末たすけあい募金配分 11,472千円
児童福祉施設、障がい者施設などへの助成や見舞金に

大規模災害時に被災地でのボランティア活動の拠点となる
「災害ボランティアセンター」の設置・運営費に

災害等準備金（積立金） 19,962千円（3％程度）

運動資材作成や広報活動、事務局の運営費、全国に運動を展開するための
中央共同募金会分担金などに（過年度実施分除く）

募金運動推進経費等 82,319千円（12％程度）

障がい者支援施設や特別養護老人ホーム等への助成などに
社会福祉施設の整備 16,340千円
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第25回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭　各交流大会を開催します

講座・研修 案　内 寄附・寄贈の御礼

去
る
6
月
28
日（
土
）に
エ
ル
ガ
ー

ラ
ホ
ー
ル（
福
岡
市
）で『
福
祉
の
し

ご
と
就
職
フ
ェ
ア
2
0
2
5
in

F
U
K
U
O
K
A
』を
開
催
し
、福
祉

分
野
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
お
よ
そ

延
べ
4
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
フ
ェ
ア
は
、一
般
企
業
の
採
用

選
考
が
開
始
す
る
6
月
に
あ
わ
せ

て
開
催
し
、県
内
最
大
級
と
な
る

1
4
0
法
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、福
祉
関
連
の
施
設
や

事
業
所
が
面
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
が
求
職

者
に
事
業
所
概
要
、業
務
内
容
、福

利
厚
生
、労
務
条
件
等
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、求
職
者
の
質
問
・
疑
問

等
に
答
え
ま
し
た
。求
職
者
は
熱
心

に
聞
き
入
り
、メ
モ
に
ペ
ン
を
走
ら

せ
な
が
ら
、職
員
へ
の
素
朴
な
質
問

等
を
通
じ
て
、双
方
向
の
相
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

福
岡
公
共
職
業
安
定
所
に
よ
る

と
、県
内
で
仕
事
を
求
め
て
い
る

人
、1
人
に
対
し
て
何
人
の
求
人
が

あ
る
か
を
示
す
有
効
求
人
倍
率
は

今
年
3
月
の
時
点
で
1
・
26
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、福
祉
分
野
に
限

る
と
お
よ
そ
2
倍
の
2
・
82
倍
に
の

ぼ
る
状
況
の
中
、サ
ー
ビ
ス
提
供
の

根
幹
で
あ
る
福
祉
人
材
の
確
保
は

極
め
て
重
要
で
す
。

フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
学
生
は「
負

担
減
の
仕
組
み
や
処
遇
改
善
の
取

組
状
況
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、こ

の
生
き
た
情
報
を
基
に
自
分
に
合

う
職
場
を
探
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

就
職
フ
ェ
ア
を
通
し
て
採
用
後
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
、需
要
が
高
ま

る
福
祉
業
界
の
人
材
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

福祉のしごと就職フェア2025 in FUKUOKAを開催しました

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し
、

「
は
つ
ら
つ
と
し
た
高
齢
社
会
」

を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
と
位
置
づ

け
、
平
成
13
年
度
か
ら
県
内
各
地

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
25
回
目
を
迎
え
る
本
大

会
は
、
筑
後
地
域
を
中
心
に
さ
ま

ざ
ま
な
25
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
会
内
容
の
詳
細
や
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
7
月
下
旬（
予
定
）に

下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、
各

主
催
団
体
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申し込み
方法等に
ついて
詳しくは
コチラ

福岡県HP

毎年、介護実習・普及センターで
は、転倒・骨折予防などの介護予防
講座をはじめ、介護保険の内容や介
護技術等を学ぶ介護入門講座や認知
症への理解を促進するための認知症
介護講座などを開催しています。
■受講料　無料
■開催場所
　クローバープラザ（春日市）
■申し込み・詳細
　本会ホームページをご覧ください。

　各地区での福祉の職場の就職面談
会を次の日程で開催します。
■北九州地区開催
　日時　10月19日（日）
　　　　13時～16時
　場所　JR小倉駅JAM広場
　　　　（北九州市）
■筑後地区開催
　日時　9月13日（土）
　　　　13時～15時30分
　場所　久留米シティプラザ
　　　　（久留米市）
■京築地区開催
　日時　10月26日（日）
　　　　10時～12時　　
　場所　ウィズゆくはし（行橋市）
■筑豊地区開催　
　日時　11月22日（土）
　場所　立岩交流センター（飯塚市）
　　　　13時～16時

　最新の福祉用具の情報を紹介する
とともに、福祉用具活用にあたって
の導入、目的、住環境への理解を深
め、安心・安全な暮らしを支援する
ことを目的としたセミナーと展示会
を開催します。
■日時　11月6日（木）
［セミナー1・2］10時30分から12時
［セミナー3・4］12時45分から

14時15分
［展示会］12時から15時30分

■会場
クローバープラザ（春日市）

■主な内容
［セミナー1：専門職向け ］

「介護保険における福祉用具活用の
視点について」

［セミナー2：どなたでも ］
「みんなで学ぶ、福祉用具の上手
な活用術！」

［セミナー3：専門職向け ］
「介護ロボット・ICT機器導入の
壁とその乗り越え方」

［セミナー4：どなたでも ］
「終活のススメ」

［展示会］
最新の福祉機器の展示、実演、体験等

福祉のしごと就職フェア
in北九州・筑後・京築・
筑豊を開催します

　7月10日の納豆の日に夏の体力回

復と納豆の普及を目的に、九州納豆

組合様から福岡県内の児童福祉施設

へ納豆を寄贈いただきました。

　この取組は子どもたちの健康と社

会貢献を目的に1993年から毎年実

施されているものです。

　今年は、九州プロレス様にも参加

いただき、抽選により決定した県内

の児童福祉施設1施設の子どもたち

に直接、納豆と元気を届けていただ

きました。

　児童福祉施設への御支援と御理解

に感謝いたします。

　福祉・介護研修センターでは、令
和7年度の福祉人材養成研修年間計
画をホームページに掲載しています
ので、福祉施設職員のスキルアップ
にご活用ください。
　また、福祉・介護研修センターの
ホームページでは、随時、各種研修
の開催要綱等を掲載していきますの
で併せてご覧ください。

令和7年度福祉人材
養成研修年間計画

令和７年度県民向け
介護講座の開催

令和7年度福祉用具
セミナー・展示会の開催

九州納豆組合様からの寄贈

　株式会社モダンプロジェ様より、

社会貢献の一環として、福岡県社会

福祉協議会を通じて、県内児童福祉

施設の子どもたちに野球観戦チケッ

トを寄贈いただきました。贈呈され

た野球観戦チケットは県内の児童福

祉施設へ寄贈されます。

　誠にありがとうございました。

株式会社モダンプロジェ様
からの寄贈

TEL 092（584）3351
介護実習・普及センター問

TEL 092（584）3351
介護実習・普及センター問

TEL 092（584）3401
福祉・介護研修センター問

 TEL 092（584）3310
福祉人材センター問
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第25回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭　各交流大会を開催します

講座・研修 案　内 寄附・寄贈の御礼

去
る
6
月
28
日（
土
）に
エ
ル
ガ
ー

ラ
ホ
ー
ル（
福
岡
市
）で『
福
祉
の
し

ご
と
就
職
フ
ェ
ア
2
0
2
5
in

F
U
K
U
O
K
A
』を
開
催
し
、福
祉

分
野
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
お
よ
そ

延
べ
4
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
フ
ェ
ア
は
、一
般
企
業
の
採
用

選
考
が
開
始
す
る
6
月
に
あ
わ
せ

て
開
催
し
、県
内
最
大
級
と
な
る

1
4
0
法
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、福
祉
関
連
の
施
設
や

事
業
所
が
面
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
が
求
職

者
に
事
業
所
概
要
、業
務
内
容
、福

利
厚
生
、労
務
条
件
等
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、求
職
者
の
質
問
・
疑
問

等
に
答
え
ま
し
た
。求
職
者
は
熱
心

に
聞
き
入
り
、メ
モ
に
ペ
ン
を
走
ら

せ
な
が
ら
、職
員
へ
の
素
朴
な
質
問

等
を
通
じ
て
、双
方
向
の
相
談
が
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れ
ま
し
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福
岡
公
共
職
業
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所
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で
仕
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て
い
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人
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て
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の
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が
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す
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今
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・
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と
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て
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ま
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ぼ
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福
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。
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。
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